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かまぼこは生活習慣病の予防・改善に寄与する 
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研 究 目 的；この研究では、かまぼこの機能性については、ほとんど調べられていない 

状況で、機能性・特に消化管酵素により消化された消化産物の抗酸化性や 
活性酸素捕捉効果を明らかにするものです。 

 
研 究 成 果；かまぼこにタンパク質分解酵素を作用させ人間が消化した状況を仮に作り、 

機能性に関して検証しました。①抗酸化性効果②活性酸素種捕捉効果 
③血圧降下作用を検討した結果、抗酸化性で高い効果が期待できる物が 
ありました。また活性酸素種では、「ヒドロキシルラジカル（※）」の捕 
捉効果が認められました。血圧降下作用では様々な発酵食品と同じ効果が 
認められました。以上のことからかまぼこは生活習慣病の予防・改善に寄 
与することがわかりました。 

※ ；ヒドロキシルラジカルは、細胞成分を酸化し、酸素障害を引き起こす活 
       性に富んだ酸素種で「活性酸素」の一種です。この活性酸素は血管を傷害 
       して、癌化や老化の促進をします。ヒドロキシルラジカルは、それ自体の 

寿命は短いですが酸化力は強く、特に脂質の酸化を連鎖的に行ないます。 
 
 
 

     

  かまぼこの健康機能性があきらかに 
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